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図ー4 年度別N L品等比率（昭和44 48 56年度）

表

年 度 44 48 56 

� 
出材量 一般材 パルフ゜材 出材量 一般材 パルプ材 出材量 一般材 パルプ材

m, ％ ％ m
' ％ ％ m

' ％ ％ 
針葉樹(NJ 4,575 80 20 1,489 71 29 1,659 34 66 

広葉樹(1) 2,250 78 22 2,508 49 51 2,347 33 67 

A ロ 計 6,825 79 21 3,997 57 43 4,006 33 67 

2, 現在の収穫調査方法
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昭和44·48 56年度の一般材出材比率

現在中川地方演習林では，天然林の生産力の維持，拡大を目的とした選木基準を定め，収穫調
査を行っており，将来は良木伐採，優良木の単木処分が可能な山づくりをめさしている。

収穫調査を行うにあたっては，収穫予定地の踏査期間を十分にとり，対象区域を林相の異なる
ことに区分し，その林相に対応したきめ細かな取扱の方法を決めている。収穫予定地には，収穫
区域，植込み，更新補助作業予定地，土場予定地，集材路予定線なとを標識テ ー フ゜て標示し， さ
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らに収穫調査参加者全貝に選木方針を理解できるよう打合せを行った後， 収穫調査を実施してい

る。

収穫調査までの手順を具体的に述べると， まず机上において， ①収穫予定箇所の伐採等の施業

経過調査， ②森林調査簿等による蓄積の大まかな把握， ③航空写真を利用して林相区分を行い，

基本図に記入， ④甚本図に集材道予定線， 造林予定地， 士場予定地等を記入するなと基礎資料を

作成する。 その後現地踏査を行い， 基礎資料と現地との照合， 修正を行い林相， 区域ことの取扱

方法， 伐採率， 作業方法なとを決定し， 選木基準を定め， 現地の必要箇所に標識テ ー プで標示し

ている。

3 選木にあたっての基本的な考え方

最初に述べたように， 過去のような良木， 大径木主体の選木 収穫を繰返し， 跡地の更新手段

か伴わなけれは， 林相の劣悪化， 低質化は明らかである。 ここ10年間はとの中川地方演習林での

選木方法の試行錯誤の結果， 次のようなことを考えなから選木を行う必要かあるのではないかと

思われる。

1) 天然林施業において， 選木はその後の森林の取扱いに大きな影響を与える。 それ故， 収穫調

査に先立って踏査を十分に行い， 森林状態による地域区分をきめ細かく行い， 更新方法， 林道作 

設なども含めて取扱い方法を決定する。

2) 森林の状態にみあう回帰年， 伐採率の決定。

3) 作業時期， 箇所ごとの伐採方法， 集材方法を含めた作業方法の決定。

4) 士場， 集材路， 更新予定地などを事前に定め， 現地に区画， 標示すること。

5) 選木対象木は， 径級にとらわれず， 伐採後の林相の変化を考慮して選木すること。 当面は林 

相の整理を主眼とし， 良木は極力保残すること。

6) 中川地方演習林の森林の特色を保存するため， カソラ キタコプシなと自生北限の樹

種は保残す ること。 

以上のようなことを基本的な考えとし， 今後はさらに森林の生産力の拡大につながる選木技術

の確立をめさしたいと考えている。


